
情報技術基礎

単位数 学年・クラス 使用教科書（出版社） 指導者

２単位 １年デザインコース 情報技術基礎（実教出版） デザインコース教員

教科・科目の目標

社会における情報化の進展と情報の意義や役割を理解させるとともに、情報技術に関する基
礎的な知識と技術を習得させ、情報及び情報手段を活用する能力と態度を育てる。

評 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
価

情報技術に関する基 情報技術に関する詰 情報技術の各分野に 情報技術に関する基規
礎的技術について関心 問題の適切な解決を目 関する基礎的・基本的 礎的・基本的な知識を準
をもち、その改善・向上を 指して広い視野から自 な技術を身に付け、常 身に付け、情報化社会
目指して意欲的に取り組 ら思考を深め、基礎的・ に新しい技術に配慮し の発展と個人の尊厳と
むとともに、情報技術を 基本的な知識と技術を ながら、安全な高度情 の調和の取れた社会の
実際に活用しようとする 活用して適切に判断 報化社会を日指すとと 在り方、また、その意義
創造的、実践的な態度を し、創意工夫する能力 もに、その や役割を理解している。
身に付けている。 を身に付けている。 成果を的確に表現す

る。

評 授業中の発問に対する 授業中の発問に対する 学習状況 授業中の発問に対する
価 応答 応答 ノート・提出課題 応答
方 出席状況 授業中の演習問題に対 定期的なプリント 授業中の演習問題に対
法 学習態度 する解析の仕方 小テスト する解析の仕方
ノート・提出課題 ノート 定期試験 ノート・提出課題
定期的なプリント 定期的なプリント 定期的なプリント
小テスト 小テスト 小テスト
自己評価表 定期試験 定期試験

○各教科や専門科目、実習等で情報活用ができる基礎的な知識到達目標に向けての具体的な
や技能を身に付ける。取組
○ワープロソフトを用いて、課題や目的に合わせ読みやすい文
書が作成できる。【評価規準を念頭に置いた指
○表計算ソフトの利用の実際を理解し、目的に応じて簡単な作導上の留意点】
業ができる。
○ウィルス感染や不正使用等の情報倫理について理解し、イン
ターネットを用いた情報の収集や電子メールの送受信を必要に
応じて積極的に活用できる。
コンピュータを構成する装置の種類と機能を理解し、目的に○
合わせ適切に選択できる。
３級日本語文書処理技能検定試験の合格を目指す。○
○課題解決的な実習課題を取り入れ、自ら考える機会を多くする。

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

情報技術とデ 情報の構成について調べ、その特徴○情報技術の現代社 関心・意欲 ○
会への進展の実際を ・態度 ◎ザイン分野 や技術の進展に関わろうとしている。

また、情報化の進展がデザイン分野に及知りデザイン分野で
ぼす影響について、利点と欠点を調べ、４ 意欲的に活用する姿
情報を活用しようとしている。～ 勢を身に付ける。
工業技術者として、情報のモラルや著作５
権について調べようとしている。

○工業技術者として
情報の収集や加工、
発信を行い、情報を 情報化の進展がデザイン分野に及ぼ思考・判断 ○
適切に管理できる。 す影響について考え、望ましい情報の活

◎用や情報化の間題について適切な判断
○著作権やプライバ ができる。
シーの問題など情報 情報のデータの取り扱いについて、モラ



のモラルに関する正 ルや著作権、プライバシーの問題を適切
しい態度を に判断できる。理解す
る。

工業技術者として、情報とデザイン分技能・表現 ○
○野との関わりに配慮しながらその影響や

問題を発表でき、また情報を適切に扱い
処理できる。
情報のモラルや著作権、プライバシーに
配慮し、成果を的確に発表できる。
また、情報通信ネットワークなどを活用し
て、情報の収集や発信を行い、情報を適
切に管理できる。

コンピュータの歴史や特徴、利用形態知識・理解 ○
○について知識を理解している。

また、情報化の進展とデザイン分野に及
ぼす影響について理解している。
情報の収集や発信、選択と自己責任に
ついてその管理の知識を理解している。
また、情報の扱いについてプライバシー
や著作権保護の意義や必要性を理解し
ている。

オペレーティングシ オペレーティングシステムがコンピューソフトウェア ○ 関心・意欲 ○
・態度 ◎ステムの基礎的な知 タの動作にどのような働きをしているのか

識と操作を を調べようとしている。理解す
アプリケーションソフトウェアを実際に利６ る。
用することで、基本的な操作や機能をど～

アプリケーションソ のように活用するのかを調べようとしてい９ ○
フトウェアを利用して る。
課題を解決できる。

オペレーティングシステムの基礎的な思考・判断 ○
知識と操作を通じて、コンピュータを適切

◎に利用するための判断ができる。
アプリケーションソフトウェアを利用する課
題を考え．基礎的な知識と操作を通じ
て、創意工夫する能力を身に付けてい
る。

オペレーティングシステムの基礎的な技能・表現 ○
○知識と技術を習得し、コンピュータの一

連の操作が適切に処理できる。
アプリケーションソフトウェアを効率よく動
作させる基礎的な操作ができ、課題の処
理に活用できる。

コンピュータが動作するための、オペ知識・理解 ○
○レーテイングシステムの働きや、またその

基本的な操作を理解している。
アプリケーションソフトウェアの基本的な
操作と機能について理解し、それらの活
用法についても理解している。

コンピュータグラフィックスについて関コンピュータ ○デザイン分野で用 関心・意欲 ○
心を持ち、その技術を積極的に身に付けグラフィック いられるアプリケー ・態度

ス ションソフトウェア ○有効に活用しようとしている。
１ ーの基本操作を理解
０ する。

コンピュータグラフィックスに関する課～ 思考・判断 ○
コンピュータグラフ 題について考え、それらについて適切に１ ○

◎ィックスを活用する技 解決する仕方を見いだしたり、内容にあ
術を身に付ける。 った画像を考え、創意工夫する能力を身

に付けている。

コンピュータグラフィックスに関する基技能・表現 ○
礎的知識と技術を身に付け、それらの知
識と技術を活用して、効果的なコンピュ

◎ータグラフィックスの作成ができ、処理内
容に適した画像を用い、基礎的な手法を



活用できる。

コンピュータとグラフィックスの関わりを知識・理解 ○
理解し、コンピュータグラフィックスの作成

○に関する基本的な知識を身に付けてい
る。

文字、音声、静止 マルチメディアに関する基礎的な技術マルチメディ ○ 関心・意欲 ○
画、動画などの情報 に関心をもち、意欲的に取り組み、実際ア・制御・通 ・態度

信 ○を加工する基本的な に活用しようとしている。
知識と技術を修得す ・コンピュータ制御に関する基礎的な技
る。 術に関心をもち、意欲的に取り組み、実２

際に活用しようとしている。～
コンピュータを用い ・情報通信ネットワークに関する基礎的な３ ○

て周辺機器を制御す 技術について関心をもち、意欲的に取り
るための基礎を理解 組み、実際に活用しようとしている。
する。

文字、音声、静止画、動画などの情報思考・判断 ○
○情報通信ネットワ を加工する基本的な知識と技術を活用し

◎ークにおいて使用さ て、適切に処理することができる。
れる各種通信機器を ・コンピュータ制御の基本的な制御方法
活用して、課題を解 を活用して、適切に判断して処理するこ
できる。 とができる。

・身近な情報通信ネットワークを活用し
て、適切に判断してそのネットワークを使
用することができる。

実際のマルチメディアシステムを活用技能・表現 ○
しながら学習し、その成果を表現しようと
している。

◎・コンピュータによるシミュレータなどを、
模擬的に扱い、その成果を表現しようとし
ている。
・実際の情報通信ネットワークにおいて
使用される各種通信機器を活用し、その
成果を表現しようとしている。

マルチメディアに関する基礎的な知識知識・理解 ○
を身に付けており、ディジタル化によって

○容易に取り扱えることを理解している。
・コンピュータ制御で使用する入出力機
器やインターフェースについて理解して
いる。
・高度情報化社会における情報通借ネッ
トワークの構成を理解し、その意義や役
割について理解している。


